大学院教育GP

「東アジア高度人材養成共同化プログラム」


2010年度国際協働プロジェクト《第２回》公募要領
GSAPSでは、昨年度より文部科学省による採択事業「大学院教育GP」の一貫として「東アジア高度人材養成共同化プログラム」を実施しています。このプログラムは、日本の大学院教育が弱いとされる「独立した研究者・専門家の体系的養成」と、欧米の大学院教育に欠けている「凝集性の高いプロジェクトによるグループワークに強い研究者・専門家の育成」を結びつけることで、東アジアにおける高度人材養成の共同化を推進していく事を目的としています。

　GSAPSでは本年度もこのプログラムの一貫として「国際協働プロジェクト」を実施致します。プロジェクトの全ての課程を履修し、報告書を提出した学生に対しては、旅費と宿泊費にかかる実費を上限で15万円まで支給し、また夏学期科目「国際協働プロジェクト」の単位（2単位、自由科目）を付与します。参加を希望する学生はプログラム詳細と各プロジェクトの活動計画書をよく読んだ上で、手続きに従って応募して下さい。

　

【プログラム詳細】
· プロジェクト名　
「インドシナ2ヶ国（ベトナムとカンボジア）の大学・研究機関・政府官庁との連携強化プログラム」
· プロジェクトタイプ

基本的にはインドシナ2ヶ国の代表的な大学・研究機関・政府官庁を訪問し、意見を交換することによって、インドシナに対する理解を深め、インドシナ2ヶ国との人的交流を促進する。また、インドシナ2ヶ国に進出している多国籍企業（とりわけ日系企業）の見学や工業団地の視察をすることによってインドシナの経済社会の実態を把握する。


· 引率教員

林華生

· 活動期間

2010年8月3日（火）―11日（水）

· 活動スケジュール

8月3日（火）東京成田空港から飛行機でHanoiへ。

1 ベトナム（Hanoi）（8月3日―6日）：Vietnam National University(Faculty of International Relations, Dean Pham Quang Minh), Foreign Trade University, Diplomatic Academy of Vietnam (Institute of Foreign Policies and Strategic Studies, Director Dang Dinh Quy), The Institute of Social Sciences (Deputy Director Feng Shihui), Government Offices and Manufacturing Industries in the Thang Long Industrial Park.

2 ベトナム（Ho Chi Minh City）(8 月6日―8日)：Vietnam National University ( in HCM City), HCM University of Economics, The Institute of Social Sciences, Government Offices and Manufacturing Industries in the Tan Thuan Industrial Park.

3 カンボジア（Phnom Penh） (8月8日―10日)：Royal University of Phnom Penh, Royal Academy of Cambodia, Royal University of Law and Economics, National University of Management, Economic Institute of Cambodia, and the Ministry of Economy and Finance (Economic Integration and ASEAN Department, Deputy Director Kong Ratha).

8月11日（水）Hanoi国際空港から東京成田空港へ。成田空港到着のち解散。

· 　期待される教育効果　

2010年度のASEAN 首脳会議は去る4月8日にハノイで開催された。ベトナムは1986年に経済刷新政策を実施してから、過去24年間、急速な経済成長を成し遂げてきた。ベトナムはまさにインドシナの代表格となっており、同じくASEANメンバーであるカンボジアやラオスに多大な影響を及ぼすと同時に、インドシナ地域の経済を引っ張っていく気配を示している。ベトナムは東南アジアの経済発展や東アジア共同体の構築にますます重要な役割を果たしている。ベトナムを主とするインドシナの理解がなければ、ASEAN や東アジアを理解することは不十分であろう。

東アジア経済統合におけるASEANの役割は重要である。一方、ASEAN におけるインドシナ三カ国の重要性もますます高まっている。インドシナ諸国はシンガポール、マレーシア、タイなどのASEAN 諸国に比べて経済発展が遅れているが、熱心に経済開発に取り組んでいる。日本や中国との経済協力・交流も熱心に推進している。われわれは東アジア経済統合に関する研究や資料分析を日本で行い、インドシナ2ヶ国での現地調査や視察を行う予定である。

私はGSAPSでASEAN地域経済統合論と東アジア経済発展論の講座を担当している。ASEAN10プラス3 やASEAN10 プラス6を講義してきた。ASEAN10プラス日中韓を分析するには、インドシナ三カ国の紹介や分析が少ないように思う。またインドシナ2ヶ国の学生以外の学生もインドシナの経済実態を具体的に把握していないと思われる。

　そこで、インドシナ2ヶ国を自分の目で見て、現地視察を通して、経済発展や社会状況を理解せねばならないと考える。

我々はインドシナを巡る国際経済、国際関係、地域協力、開発途上国としての教育水準向上課題、ASEAN経済協力・経済統合、ASEANの中のインドシナ2ヶ国の経済発展の実態や役割、インドシナ三カ国と日中韓との経済提携協力関係などを理解し研究せねばならないであろう。そうすることによって、日本とインドシナ三カ国との交流や、早稲田大学とりわけGSAPS・WIAPSがインドシナ2ヶ国の高等教育機関や研究機関との一層の交流を促進することも期待できよう。
· 参加学生希望数

最大10名

· 注意事項

· 参加学生は、滞在中の国内交通費と食事代の全部または一部に対する自己負担が求められます。

· 参加学生がビザを申請する必要がある場合、申請費用は自己負担となります。

· 参加学生は全員大学指定の短期海外旅行保険に加入する義務がありますが、この費用は自己負担となります。

· 「国際協働プロジェクト」履修により付与される2単位は、自由科目であり卒業認定単位数には含まれません。

· 以前に「大学院教育GP」による「国際協働プロジェクト」もしくはこれに準ずる海外研修プロジェクトに参加し、補助金の支給を受けた学生も応募は可能ですが、合格した場合の支給金額の上限は原則として半額（75,000円）となります。
· 本年度は今後３つの国際協働プロジェクトの公募予定があります（内容は下記参照）。同一年度内（2010年4月～2011年3月）には１回しか参加できませんので、ご注意ください。
<今後公募予定のプロジェクト> 

· 松岡プロジェクト

· 活動期間：2010/9/2-9/8

· 訪問先：ハノイ

· 内容：現地大学とのワークショップ、国際機関・企業等訪問

· 植木プロジェクト

· 活動期間：2010/9/14-9/18

· 訪問先：北京

· 内容：北京大学、清華大学とのワークショップ、研究機関訪問

· ファーラープロジェクト

· 活動期間：2010年9月後半（未定）
· 訪問先：上海
· 内容：復旦大学とのワークショップ等

· 応募基準
・　応募資格

　　早稲田大学大学院アジア太平洋研究科修士課程に在籍する大学院生　　
・　応募要件

　　応募申請書を大学院GPのウェブサイト（http://www.waseda.jp/gsaps/index.html）よりダウンロードして記入し、エッセイ（テーマは申請書に指示、日本語または英語、A４で1枚以内）を添えて提出すること。
・　応募書類の提出締切

　　2010年6月16日（水）正午

・　応募書類の提出先

　　7階の事務所前の専用レポートボックス（メールによる提出は一切受け付けない）

· 合格通知
　厳正な審査を経て、応募者には事務局より6月18日（金）以降に直接合否の連絡を行います。合否結果以外の問い合わせ(不採択の理由等)には一切対応しませんので、その旨御了承下さい。
· 本件に関する問い合わせ先：

大学院GP事務局（19号館6階611研究室）

E-mail: GP-staff@list.waseda.jp
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